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【目的】妊娠末期子宮頸管 組織 で は基質成分で あ

る プ ロ テ オ グ リ カ ン が増加 す る こ と が 知 られ て い

る 。 わた したち は あ る種の プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン が

プ ロ テ オ グ リカ ン の 糖鎖部分 で あ る グ リ コ サ ミ ノ

グ リカ ン （GAG ）産生 に影響を 与 え る こ と を
一

昨

年の本会で 報告 した 。 今回 は GAG 合成 の key

enzyme で あ る galactosyItransferase　I （GalT −

1）活性 に対する 各種プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン の 影響

を ヒ ト子 宮頸管 由来 培 養 線 維 芽細胞 を用 い 検討

した 。

【方法 】子 宮体部筋 腫 で 腹 式単純子 宮全 摘術 が 行

わ れ た症例 の 子宮頸管組織小 片を無 菌的 に 採取 し．

MEM 培地 ， 37℃ ， 95％ air ，5 ％ CO2 で 組織培

養 し た 。 さ ら に 継代培養 し，二 世代 目の 培養細胞

を実験 に 用 い た。培地 中 に プ ロ ス タ グ ラ ン ジン El ，

E2 ，　 F2 α な ど を最終濃度 10’7〜10謄5M 添加 し，

37℃ で 24時 間ま で 様 々 な 時 間培 養後，細 胞 を 回 収

し， こ の 細胞抽出液を GalT − 1 の 酵素 液 と して ，

蛍 光物質 4− rnethylumbellifery1
一
β
一D −

xyloside

（Xyl− MU ）を ア ク セ プ タ
ー

として 用 い ，　 HPLC

で 反応生成物を 定量す る簡便な 方法 で GalT − 1の

活性 測定を行 い ，プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン 無添加 コ ン

ト ロ
ー

ル と そ の 酵素活性を比較 した 。

【成績】GalT − 1 活性は プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン E2

添 加 に よ り コ ン ト ロ
ール に 比 べ 約 2 倍上 昇 した 。

一
方，プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン F2α で は著 明な変化 は

認 め られ な か っ た 。 GalT − 1活性 に対す る プ ロ ス

タ グ ラ ン ジ ン E1 な ど の 影 響 に つ い て も検 討中 で

あ る。

【結論 】 プ 1コ ス タ グ ラ ン ジ ン E2 は 子 宮頸 管 線 維

芽細 胞で の GalT − 1活性 を上昇 させ る こ とに よ っ

て GAG 産生を 促 進す る こ と が 示唆 さ れ た 。

【目的】妊娠 末期 の 子宮頸管熟 化 で は ， 組織内 ヒ

ァ ル ロ ン 酸 （以 下 HA ）の 増加が 重要 な 役割を果 た

して い る と され て い る。他方 ， 分娩後子宮復 古時

に 起 こ っ て くる と予 想 さ れ る HA の 分解機構の 詳

細は不 明で あ る 。 そ こ で 今 回，同組 織 に お け る HA

の 合成 と 分解 の 調節 ， そ れ に 及 ぼ す ホ ル モ ン 等 の

影響 に っ い て 検討 した 。 　【方法】 非妊 ヒ ト子宮頸

管由来培養線維芽細胞 （以下頸管線維芽細胞）を，

DMEM 培 地 ，
37℃ ， 95％ air ，5 ％ CO2 の 条 件

下 で 3H 一グル コ サ ミ ン と 144 時間 まで 培養 し，合

成され た 3H 標識 HA 量 を エ タ ノ
ー

ル 沈殿法を用 い

て ，経 時的 に 調 べ た。一方，同培地 に 分子量 ユ90 ×

ユ04 の 14C − HA を加え 120時間培 養後 ，培 地 を 回

収 し 14C − HA の 分子 サ イズ の変化 を高速液体 ク ロ

マ トグ ラ フ ィ
ー

を 用 い 分析 し た 。 さ らに
， 培地中に

終末濃度10−9〜10−6M の progesterone ，　 estradiol

dexamethasone ，　 DHAS ，　 PGF2 α ，　 PGE 　2或 い は

1ngノ皿1の IL− 1 α を そ れぞれ 添加 し，　 H 　A 分解 に

及 ぼ す こ れ ら物 質 の 影 響 を検 討 した 。

【成績】 1 ）頸管線維芽細胞で の HA 合成 は，培

養時間 と共に 増加 し た 。 そ の 合成量 は皮 膚 由来培

養線維芽細胞 に 比 して ，細 胞当 りで 約 4 倍高か っ

た 。 2 ） 同細胞 に お い て は，皮膚由来培養線維芽

細胞 で 観 察 された よ う な低分子 化は殆ど 認 め られ

な か っ た 。 3 ）培 地 に progesterone を添 加 した

時 の み HA の 分解 が 認 め ら れ た 。　【結 論】 ヒ ト子

宮頸管組 織で の HA 合成能は， ヒ ト皮膚 組織に 比

べ 高 か っ た 。

一
方 ，同組織 で の HA 分解能 は 殆 ど

認 め られな い が ，progesterone 添 加時 に は 発現す

る こ とが わ か っ た 。
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